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  サケ稚魚がコスパよく泳ぐには？ 
――水温と体サイズに応じた遊泳能力の変化―― 

 

発表のポイント 

◆岩手県沿岸の川で生まれたサケの稚魚は、海に降り、北太平洋を北上します。本研究では、

稚魚の北上回遊を可能にする遊泳能力の発達過程を、呼吸代謝実験により明らかにしました。 

◆稚魚の遊泳速度は沿岸を南下する海流より高かったことから、稚魚は海流に逆らって遊泳し

ている可能性が示唆されました。これに加えて、効率よく遊泳するには、低水温環境で体サ

イズを大きくすることが重要であることを初めて定量的に示しました。 

◆本成果は、近年回帰率の低迷が問題となっているサケに対し、将来の海洋環境がサケの稚魚

期に与える影響を評価することに貢献すると期待されます。 

 

 

呼吸代謝実験に用いたサケ稚魚 

 

概要 

東京大学大気海洋研究所、同大学大学院新領域創成科学研究科、岩手県水産技術センター、

日本大学からなる研究グループは、岩手県産サケ稚魚の遊泳能力を定量評価しました。さまざ

まな体サイズの稚魚を複数水温で飼育し、スタミナトンネル（閉鎖型循環水槽：図 1）に封入

して呼吸代謝実験を行いました。その結果、体重の増加に伴って臨界遊泳速度が高まり、水温

13℃以下の水温環境であれば、遊泳効率は高くなることが示されました。これまで、サケ稚魚

は主に 13℃以下の水温帯に生息することが知られていましたが、その理由はわかっていません

でした。本研究により、水温 13℃以下であれば高い遊泳効率が維持され、長距離回遊の成功に

つながることが新たに示唆されました。この研究成果は、将来の海洋環境変化が、サケ稚魚の

回遊にもたらす影響を評価するうえで基礎的知見になると期待されます。 

 

▼詳細は、プレスリリース掲載ページにてご確認ください。 

https://www.aori.u-tokyo.ac.jp/research/news/2024/20240927.html 

https://www.aori.u-tokyo.ac.jp/research/news/2024/20240927.html
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図 1：スタミナトンネルに封入されたサケ稚魚（黄色点線枠（A）体重 1g;（B）4g;（C）30g） 

プロペラの回転速度を調節することで、さまざまな速度の水流を発生させることが可能。 

溶存酸素計の測定値から遊泳時の酸素消費速度を算出する。 
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